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１．研究計画の概要 
「フラストレーション」という概念が注目を
集めている。これは色々な最適化の条件がお
互いに競合し、系がそれらを同時に満たすこ
とが出来ない状況を指す。フラストレート系
では、しばしば、物質内部に大きく特異な揺
らぎが発生し、その結果、通常とは異なった
新奇な秩序や熱力学相が実現したり、メモリ
ー効果のような特異な非平衡ダイナミック
スや巨大応答が出現する。近年、フラストレ
ーション研究は、磁性分野から金属・超伝導
体・誘電体等のより広汎な分野へと、急速な
展開を見せつつある。本特定領域では、フラ
ストレート磁性の研究を核としつつも、これ
ら多様なフラストレート系を分野横断的に
探求することにより、フラストレーションが
生む新物性の創出を目指す。研究項目として
「フラストレート系の基礎物性」「フラスト
レーションが生む新現象とその応用」の２つ
をおく。基礎と応用、理論と実験の密接な協
力の下、「幾何学的フラストレート磁性体の
新奇秩序」、「フラストレーションとカイラリ
ティ」、「量子フラストレーション」、「フラス
トレーションと量子伝導」、「スピンフラスト
レーションと磁気強誘電性」、「フラストレー
ションとリラクサー」、「スピン・電荷・格子
複合系における幾何学的フラストレーショ
ンと機能」の研究を推進し、フラストレート
系固有の強く特異な揺らぎの効果を母体と
した新規物性、競合する諸自由度の絡みから
生み出される交差物性や新たな外場制御法
の創出を図る。 
 
２．研究の進捗状況 
研究は順調に進展しており、着実に成果が上

がっている。フラストレーション研究のコア
となってきた磁性分野で近年大きな興味を
集めているトピックに、「量子スピン液体」
がある。これまで典型物質が知られていなか
った S=1/2 量子カゴメ反強磁性体に対し、本
特定領域では世界に先駆けて volborthite 
と vesignieite という２つのカゴメ純良試
料合成に成功し、現在その興味ある物性を明
らかにしつつある。加えて、ハイパーカゴメ
格子反強磁性体やハニカム格子反強磁性体、
３角格子反強磁性体においても、スピン液体
候補物質を見出し、その特異な物性の探索を
進めている。また有機３角格子磁性体の比熱
測定では、温度に比例する低温比熱を観測し
た。フラストレート磁性体は低温で何らかの
秩序を形成する場合も多いが、そこで実現す
る秩序はしばしば新奇なものとなる。特に
右・左の自由度に対応したカイラリティが特
異な物性を導くことが理論研究から示唆さ
れ、関連した新奇な秩序化現象や新奇伝導現
象（が、金属スピングラス系やパイロクロア
系を舞台に、実験的に次々と見出されつつあ
る。例えば、金属スピングラスにおける非線
形ホール係数の発散的挙動の発見、金属パイ
ロクロア系における通常の磁気秩序化を伴
わないホール伝導度の熱履歴の発生と時間
発展対称性の破れ、といった諸現象である。
フラストレート磁性体は、格子・軌道・電荷
といった自由度とのカップリングを通しフ
ラストレーションを解消することがある。特
に強誘電性とのカップリングは、「マルチフ
ェロイックス」として、近年大きな注目を集
めている。本特定では、電気分極の向きがス
ピンカイラリティと対応していることを偏
極中性子測定により明確に示し、さらにマル
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チフェロ物質における磁場による電気分極
制御、電場による磁化制御にも世界に先駆け
て成功した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
前項で述べたとおり、各分野で多くの研究成
果が得られており、概ね当初プラン通り順調
に進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
項目別に、以下いくつか挙げたい。 
(１)トピカルミーティングの継続開催。これ
まで計５回開催し好評であったトピカルミ
ーティングを、領域内外に開かれた形で今後
４～５回程度開催する。 
(２)領域ニュースレターの発行 
領域ニュースレターを、今後とも年３回のペ
ースで発行し、領域内外への情報発信を行う。
(３)領域ホームページの整備充実 
領域ホームページを、今後とも整備充実して
いく。 
(４)フラストレーション・セミナーの開催 
現在月１回のペースで大阪および東京で開
催しているフラストレーション・セミナーを
継続していく。領域内外の近隣研究者の情報
交換や若手研究者・学生の教育、動機付けの
場としても、現在大変有効に機能しており、
これを一層充実させていきたい。 
(５)領域主催の国際会議の開催 
２０１１年１月に、特定領域主催のフラスト
レ ー シ ョ ン に 関 す る 国 際 会 議
“International Conference on Frustration 
in Condensed Matter (ICFCM)”を、仙台に
て開催する。特定領域メンバーに加え、国外
より１５名程度の第一線の研究者を招聘し、
特定領域の研究成果を世界へ向けて発信す
るとともに、今後の更なる発展へ向けてのス
テップとしたい。 
(６)国際会議プロシーティングの発行 
この仙台での領域主催の国際会議では、会議
で報告された研究成果を会議のプロシーテ
ィングの形で J. Physics Conference Series 
より発刊公表する予定である。 
(７)国際研究交流としての国際ジョイント
会議の開催 
近年フラストレーション研究は世界レベル
で活発化している。本年５月にリヨンで開催
した、本特定領域と欧州 ESF Frustration 
Network とのジョイント・コンファレンスの
成功を受け、今度はカナダと２０１１年上旬
に、ジョイント会議を開催する予定である。 
(８)研究面における展開 
これまでに、フラストレート系の典型である
フラストレート磁性体を中心に、「量子スピ
ン液体」の典型物質・候補物質の発見、「カ
イラリティ」が誘起する新現象の理論的・実

験的発見、等の重要な成果が得られた。特定
後半では、これら新物質、新現象の理解を一
層深化させるとともに、金属・強相関系や誘
電体等も包含した分野横断的研究をより強
力に推進し、物性科学にフラストレーション
研究の新たな地平を開拓したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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